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岩手県における小麦・ 大豆を基幹 とする新体系化技術に関する研究

第12報 麦作跡における晩植水稲の導入

荻原 武雄・高橋 康利 。上野  剛 *。 新毛 晴夫申

(岩手県立農業試験場県南分場。・岩手県立農業試験場)

Double Cropping System on the Basis of Vヽheat and Soybean ln lwate Prefecture
12 Cultivated method of  l ate  planting rice in double cropphg system with WheatLT鮮'郡讐襴劇革i鮮難棚・ア

郎♂

第 3報で麦作後の晩植水稲の作付には,コ チミノリ程度

の熟期の品種を 7日 10日 までに移植することによって ,岩

手県南平坦部で安定した収量が得られることを報告した。

その後 ,1982～ 1980年と実証を重ね作期,栽培基準及び管

表 1 試験区の構成及び育苗法 ,施肥量

m品 種名

3 試験結果及び考察

(1)苗生育

外気温が高い時期で草丈は長めとなり播種後15日 で22

葉以上 ,25日 で28～ 39葉の中苗が得られた。

表 2

理技術を設定 したので報告する。

2  試  験  方  法

(1)土壌条件 褐色低地土江刺統 (場内圃場)
0)試験区の構成 (表 1)

本田の追肥は
なし

栽植密度
300X128"
(26嗽ω

29'X134“
(25麻 /″ )

り,検査等級も3の上以上の格付を得た。

7月 10日移植の場合は,コ チミノリで年次により成熟期

に達しない場合もあるが ,精玄米収量417″ /α 以上,検

査等級 3の下で普及上問題はない。しかし,ハヤニシキは

305″ /ι の収量となり,7月 10日移植では中苗を用いて

も低収となるため導入をさけるべきである。

“

)麦稗のすき込みと土壌窒素
土壌窒素の推移は図 1の とおりであるが,7月 10日植区

で,7月 5日時点の窒素濃度が少ないのは基肥施用前のた

めである。 6月 25日植,7月 10日植 ,いずれの場合も麦将
のすき込みによって義 のビークカ堪 れる傾向となり,

7月 10日植えで麦楳有区の茎数が少なく経過し,″当たり

粗数の減少も認められた。したがって移植が遅れる場合に

は麦得の除去が望ましく,6月 中の移植では障害とはなら

ないとみられる。

“

)栽培基準の設定
1)適応地帯
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0)本田の生育,収量及び積算温度
6月 25日移植のコチミノリ,ハヤニシキとも10月 中旬ま

に成熟期に達し,453″～547″ /ク の精玄米を得てお

床 土 の 施 肥 量
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表 3
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('25) までの積算温度
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コチミ/リ

( )内 は
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ミ/り の場合

麦収穫後から次期大小麦の播種晩限内に,水稲の収量を

安定して得るためには,7月 10日 までに移植し,10月 3半

旬までに登熟させる必要がある。このため麦の播種晩限が

10月 4半旬以降の地域となる。この地域はササエンキの栽

培適地とはぼ一致し,1983年の転作麦の作付面積は1,265

滋に達している。

図 3 適応地帯

"作
 期

適応地帯における品種及び作期を表 4のように設定した。

3)栽培技術の内容

①育苗には,播種量120夕 /箱とし,寒冷しゃ被覆で育

苗期間25日程度とする。

② l株当たり植付本数及び栽植株数を多くするため回植

機の調整はそれぞれ最大にする。

③高温時に薬害が発生しやすい除草剤は使用しない。除

車には薬剤の 1回処理で対応できる。

④いもち病に罹病しやすいので防除を徹底して行う。

③基肥窒素はササニンキ程度とし,特に追肥の必要はな

tヽ。

③出穂～刈取りまでの積算温度は,50℃以_Lと するが ,

麦類の播種晩限をこえない範囲とする。

⑦弱い降霜の場合は,その後も登熟は進むが,刈取りが

遅れると茶米が増加する。

小麦跡地の水稲の10′ 当たり精玄米収量は1981～ 1983年

の平均で455″ ,大麦跡では4'71・ 9であった。

収益性をみると,水稲ササニシキ 1年 1作では粗収益174

千円,小麦一人豆 1年 2作で139千 円,小麦―水稲 1年 2

作で197千円余りとなり,も っとも高収益となる。

最近県内においても麦類の連作害や雑草害が多くみられ

障害回避策が求められている。一方,他用途米の生産が行

われる中で,菱一大豆 1年 2作体系の中に水稲を導入する

ことによって,新たな機械導入をすることなく土地生産性

のF・J上 と,低コストで障害除去ができるなど,晩植水稲の

導入は多くの利点が認められる。

図 l 土壌窒素の推移
月  日

図2 茎 (穂 )数の推移
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